
山の木陰に生える多年草で細い地下茎がある。茎は直立し、四角で高さ40-70cm、中部でしばしば分枝す

る。葉はまばらについて薄い。花期は8-9月。花は葉腋に1-3個ずつく。花冠は暗紅紫色で長さ16-20mm。

深い谷のカエデなど落葉樹が生育する崩積地に、３つの小さな集団が分布している。県内新産種であり、
2020年版での新規掲載種。

生育地が限られるため、その場所を保全する必要がある。
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■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Loxocalyx  ambiguus  (Makino) Makino

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

阪神

■ 国内分布

本州（栃木県以西の太平洋側）、四国、九州（中北部）

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

シソ科

兵庫県ランク…マネキグサ
環境省ランク… NT


